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テーマ ブラインドサッカーを体感する ブラインドサッカーを体感する 知ろう・学ぼう・見えない世界






































































































3 5月15日 要項づくりと人員決定と配置 要項作り直し
イベント協力者への依頼，講義の
ゲストスピーカー

















































12 8月14日 次年度に向けた全体振り返り 別紙 別紙
表3 ブラインドサッカー振り返り












































































学生Ａ 3 Ａ 2回目
第1部講義形式 司会
第2部体験プログラム 全体取りまとめ，進行役
学生Ｂ 2 Ａ 1回目
第1部講義形式 高校生グループのアテンドリーダー
第2部体験プログラム 高校生グループのアテンドリーダー
学生Ｃ 2 Ｂ 1回目
第1部講義形式 高校生グループのアテンドリーダー
第2部体験プログラム 高校生グループのアテンドリーダー
学生Ｄ 3 Ｂ 2回目
第1部講義形式 司会
第2部体験プログラム 全体取りまとめ，進行役
学生Ｅ 2 Ｂ 1回目
第1部講義形式 高校生グループのアテンドリーダー
第2部体験プログラム 高校生グループのアテンドリーダー
学生Ｆ 3 Ａ 1回目
第1部講義形式 高校生グループのアテンドリーダー
第2部体験プログラム 高校生グループのアテンドリーダー



































































































































































































































































































































































































関東選手権（アミノ杯） 2回戦敗退 1回戦敗退 1回戦敗退 準優勝
総理大臣杯（全国大会） ― ― ― 初出場（ベスト8）
インカレ（全国大会） ― ― ― 初出場（ベスト8）
備考 12年ぶりの関東リーグ昇格 関東リーグ残留 R大学史上最高成績 R大学史上最高成績
Ⅳ．考 察
1．段階的な権限・役割の移譲による学生の主体的な活動の引き出し方
本イベントの第1回は大学の記念事業という意味合いがあったため，コーチングスタッフが中
心で実施した。その中で可能な限り学生に役割を与えたのであるが，その行動内容はコーチング
スタッフの指示によるものが多かった。第2回はイベント実施のための多くの権限を学生に委ね，
「学生主体」で進行することを目指した。なかでもその権限の移譲に関して，一番注意深く委ね
ていったものは外部団体との関係である。外部団体は本事業だけの取り組みのみならず，多くの
イベントを実施しており，多忙な中で時間調整をし，学生の知識や理解が不足した場合のフォロー
など相互に学生を育成していくという立場も兼ねている。すなわち，単にイベントを実施すると
いうことだけでなく，イベントを共に作り上げていく過程で学生の教育も必然的に兼ねることに
なる。こうした場合には学生のイベントに対する熱意や好意的態度が重要である。学生にとって
は目の前にあるイベントの成功に向けた他者への想像と配慮が求められる。 学生たちは関係団
体（ブラサカチーム）の出場する大会に応援に行くなどを実践し，彼らとの関係を強化させてい
る。こうした態度の育成はオフザピッチでクラブ外の他者との関りの機会があるからこそ習得で
きる能力であると考えている。
さらにコーチングにおいても重要な示唆がある。学生に権限を移譲するタイミングやその塩梅
である。学生が主体的になることによってもたらされる思考とそれに基づく行動をコーチとして
想像することである。第2回はどこまで学生に権限を譲り主体的な関わりとするか，コーチング
スタッフとしての判断が求められた。第3回は準備段階から学生主体でより意欲的に進められた。
コーチングスタッフは進行状況などの把握に努め，求められたらアドバイスをするという範囲の
関わりに留めた。イベント当日に向けて体験プログラム内容の精査やシュミュレ―ションなどの
練習が繰り返された。7月末の最終準備段階では，重要な関東大学リーグの最中においてではあっ
たが，サッカーの練習，つまりオンザピッチでの活動を削り，オフザピッチの活動であるブラサ
カ体験プログラムの全体練習に充てられることがあった。これはオフザピッチ活動としての本イ
ベントがオンザピッチ活動への良い影響をもたらすという筆者をはじめとするコーチングスタッ
フの仮説に基づく判断であった。学生Dのインタビューから「このイベントに主体的に取り組
む理由が明確化され」というように主体的に関わる姿勢が見られた。オフザピッチ活動としての
ブラサカイベントでは，コーチングスタッフの関わりを意図的に制限し，さらに外部の力も借り
て，段階的に権限を委譲したことが，学生の主体的な活動を引き出すことにつながったと考えら
れる。
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2．大学生が高校生を教え導くことが他者への想像につながる
本イベントは講義やテーマに応じたグループワークの実践とグラウンドでのブラサカ体験の2
部構成となっているが，これらの内容はすべて学生が考えたものである。それらを制作・実践す
る過程では，「どのようにすると高校生が理解し達成感を得られるか」を想像し準備が行われた。
入念な準備をしたつもりでも実際は「高校生が楽しそうに前向きに取り組んでくれない」と第2
回のイベント終了後のミーティング内容（前回課題として6月26日のミーティング議事）にも
見られるように，学生が予想した以上に指導は難しいものであったことが伺える。
こうした反省をもとに第3回の開催に向けての準備がスタートしたが，学生Gの発言からは
「課題の認識と解決に向けた行動」が見られる。他者への想像，すなわち「他者の立場になって
考える」ことは「それが自分たちのからだに降りかかったと想像し，自分のからだで感じること
（諏訪・藤井，2015）」というように，ミーティング，練習，リハーサルにおいて，特にグラウン
ドでのプログラムについては繰り返し行われた。高校生という他者への想像力を，学生たち自ら
プログラムを経験し感じることで得た感覚を頼りに最大限発揮していたと考えられる。
3．サッカーへの影響
本イベントのリーダー的存在であった学生Dの発言から「イベントの構造的理解と他者のそ
れぞれの立場（個別性）を理解した全体への配慮」が見られた。高校生のみならず，部内のイベ
ント未経験者の立場に立って考えることや，外部団体との交渉においても，「それぞれ（団体）
の特性や参加意義を理解しつつ，それに応えるための課題整理」という構成概念が導き出された。
こうした活動によってコミュニケーションの質（個別性，具体性，タイミング）の向上につながっ
ていったのではないかと考えられる。「コミュニケーションとは，単に意思を伝達することだけ
ではなく，理解されなければならない（スティーブンP.ロビンス高木（訳），2009）」というよ
うに，まずは相手の立場に立った理解と行動が必要となり，「他者の理解を互いに共有する（長
谷川，2016）」ことが重要である。「集団性は社会関係，協力関係の質にかかわる特別な条件であ
るから，スポーツ選手の重要な人格特性として強調されることになる。集団性は教育と訓練過程
での前提条件であると同時に結果である（シュテーラー，唐木（訳），1999）」。とあるように，
すなわち学生のサッカーをする前提を改めて整えることができたということが言えよう。さらに，
学生Dの発言からはイベントと競技力の関係について「非日常的活動に真剣に向き合うことで
主体性が養われ，サッカー部の競技力向上に寄与している」ということが見られた。彼はブラサ
カを高校生へ指導するという困難な課題を克服していく過程で主体性が引き出され，この主体性
が競技力向上にも関係していると感じている。学生Gにおいてもイベントを自分達で作り上げ
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ているという主体的な行動がオンザピッチ，すなわちサッカーの競技的場面においての主体的な
判断や行動につながっていると感じている。竹村ら（2013）はスポーツ・セルフマネジメントス
キルという概念を，選手自身が主体的に思考・行動し，実践する自己活用力であるとし，集団の
競技パフォーマンスに影響を与えるとしている。本イベントにおいても学生たちの主体的な思考・
行動が競技力に影響していることが考えられる。
この3回のオフザピッチの活動により，学生の主体的に思考・行動する力が引出され，またサッ
カーをする前提を整えることができた。前提とは「ある物事をなす土台となるもの（広辞苑）」
であり，選手としてサッカー部としての土台を少しずつ築いてきたことが，R大学の戦績に影響
していることが考えられる。目の前のオンザピッチの課題克服にエネルギーを注ぐだけでなく，
学生の人間的成長を促すオフザピッチの活動が競技力にも影響することが示唆された。
4．オンザピッチ・オフザピッチそれぞれの空間で獲得されることの共通性と互換性
学生Aのインタビューから導き出されたストーリーラインから，「イベントの構造をサッカー
の構造に重ね合わせ，互換性を見出している」とあるように，学生Aは本イベントを構造的に
把握しようとし，それをサッカーに置き換えることでサッカーをより構造的に理解しようとして
いることが伺える。サッカーの構造的理解の必要性として，例えば，「サッカーのみならず全て
の球技のゲームは局面構造として，『序盤→中盤→終盤』という文脈で局面を解釈することがで
きる（日本コーチング学会，2019）」が，「序盤は相手も出方を観察しながらプレーする」ことが
必要であり，「中盤ではお互いの戦術が分かり，戦術変更を考慮しながらプレーする」など，同
様の局面（現象）でもプレー選択の判断は異なってくる。さらには，局面構造だけで判断が為さ
れるわけではなく，目的課題手段の関係性を構造的に把握する（日本コーチング学会，2019）
など，関係構造や空間構造など多岐にわたる構造を理解することが選手自身の判断力に直結する
と考えられる。一般社会にも接続するオフザピッチの活動経験により，オンザピッチでのサッカー
を違った角度から眺め理解することを可能にしたと考えられる。しかし，学生Aは2回目のブ
ラサカ委員を経てこのような思考に至ったのではないかと考えられ，多くの学生がこのような思
考に到達しているわけではないだろう。
先述したように，サッカーは社会という構造に類似した特性を持つスポーツである。一般社会
とサッカーは共通することも多いと考えられ，互換性を持つことでそれぞれの気づきを促すこと
ができるということが示唆された。
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Ⅴ．おわりに
本研究は大学サッカー部のコーチング実践において，オフザピッチ空間での活動としてブラサ
カを題材にしたイベントを取り上げた。本イベントが学生たちのコミュニケーションの質的向上
を促し，集団性を獲得することでサッカー選手としての前提を整える，つまりサッカー選手の土
台を築くことができた。
このようなオフザピッチの活動が他者への想像や主体的な活動につながり，その広がりがオン
ザピッチでのサッカーのパフォーマンスにも影響を与えたと考えられる。しかしながら，今回の
研究では調査対象者が7名に留まり全体の傾向を把握するには限界があったと考えられる。また，
イベント参加者の反応を調査・提示できておらず，彼らの満足度や効果を測りイベントの有効性
を示すには至らなかった。そして，サッカーはオフザピッチ活動だけで成り立つものではなく，
オンザピッチでの技術的・戦術的・体力的側面との詳細な関係性を明らかにしていくことが求め
られるだろう。
（1） 1960年代後半にヴィトール・フラーデ氏によって提唱された。戦術的ピリオダイゼーション
（PT）とはこれを採用している（当時）チェルシーFC監督ジョゼ・モウリーニョ氏の，UEFAチャ
ンピオンズリーグ優勝2回，欧州3大リーグ制覇という輝かしい成績によって，隣国のスぺインやイ
ングランドのみならず，オランダやブラジル，ウルグアイ，アルゼンチン，コロンビア，さらにはア
ラブ諸国においても急速に広まりつつあるトレーニングメソッドのことである。PTはトレーニグメ
ソドとしてだけでなく，ある種のスポーツの実践思想として，サッカー界に強いインパクトを与えて
いる。なぜなら，PTにおいては「サッカーとは何か」「集団スポーツゲームとは何か」ひいては
「スポーツとは何か」という原理的な問いに対する思索がなされている（木庭，2015）。
（2） プレイヤーの人格特性としての集団性は
1．トレーニング仲間や味方のプレイヤーたちと親しくつきあい，開放的であること（待つとか
「やってもらう」ような消極的行動をしない）。
2．味方のプレイヤーの気持ちをくんだり，進んで相手の立場になって考えること。また，味方の
プレイヤーの悩み，個人的事情を理解してやること。
3．進んで他人を助けてやること。訓練や試合中に強い者が「苦労を引き受け」たり，味方のプレ
イヤーの弱点や失敗をカバーしてやること。
4．責任分担体制，ポジション別の役割分担体制に自発的，積極的に加わり，従うこと。
5．味方のプレイヤーの考え方の相違やズレを進んで積極的に克服し，取り除き，集団の目標を設
定するために共通の見解を得ようとすること（シュテーラー，唐木（訳），1999）。
（3） 年間2回実施される大学生の全国大会である総理大臣杯全日本大学サッカートーナメントと全日本
大学選手権（インカレ）の過去 5年間（計 10回）の優勝大学を見ると，関東大学サッカーリーグ1
部所属の大学が8回（5大学）制している。このことから日本で最もレベルの高い大学リーグである
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ExaminingtheEffectsofOff-the-PitchActivity
onCompetitivenessinaColegeSoccerTeam
TakeshiTokairin
Abstract
Thispaperexaminestherelationshipbetweenthedevelopmentofcompetitivenessin
universitysoccerplayersandtheiroff-the-pitchactivities.Weinterviewedsevenstudents
regardingtheirparticipationinaneventtoexperienceblindsoccerorganizedbytheir
universitysoccerteamandanalyzedtheirresponsesutilizingtheSCATmethod.Through
thisanalysis,fourconstructsweredetermined:・Relationshipwiththeoutside（general
society）,・・empathyforothers,・・significanceofblindsoccer,・and・relationshipwithand
influenceontheirsoccer.・Participationinthisoff-the-pitcheventappearedtohaveim-
provedthequalityofcommunicationbetweenstudentsandelicitedindependentthought
andaction.Itissuggestedthatthesetraitsareessentialforsuccessinplayingsoccerand
impacttheresultsoftheuniversitysoccerteamasawhole.
Keywords:sportspatialtheory,blindsoccer,colectivity,SCATmethod
